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新規開発畑における熟畑化促進と高収益作物の安定生産技術

第1報 岩手県北部の新規開発畑の土壌特性
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1は じ め に

近年 ,岩手県では国営 ,県営の各種土地改良事業が進行

中であり,早期の営農確立が必要とされている。ここでは

国営八戸平原開発事業による新規開発畑及び九戸地区県営

畑地帯総合土地改良事業による基盤整備畑の土壌特性を明

らかにした。

2試 験 方 法

{D 調査場所

1)岩手県九戸郡軽米町野場地区 (八戸平原開発第15
工区 )

2)岩手県九戸郡九戸村川向地区 (九戸地区県営畑地
帯総合土地改良事業 )

●)調査内容
1)野場地区 土壌断面調査,土壌分析
2)川向地区 一筆ごとに検土杖を用いて不良土層の
出現位置による土壌区分を行った。不良土層として①粘

質 (LicかHCで粘着性強 ),②緻密 (SR― I型土壌
硬土計で30以上 ),③礫 (根菜類の生育に影響ありと判
断されるもの )を基準とした。

3試 験 結 果

ll)軽米町野場地区 (新規開発畑 )の上壌特性

1)断面形態の特徴
当地区は表土扱いをしており,概ね表層30側は黒色の腐
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植層である。この層は色がややうすく緻密度の低い第 1層

(0-14靱 )と黒味が強く緻密度の高い第 2層 (14-32ぃ )

に分けられる。第 2層が緻密である原因として,造成時の

大型機械による圧密が考えられる。第 3層 (32切以下 )は

第二紀層とみられる褐色の埴壌上で大小の円礫,角礫を含

む。緻密度は高くないが強粘質である(図 1)。

2)物理性の特徴
二相分布についてみると,第 1層は固相率15%,気相率
34%と 軽なであるが,第 2層は固相率が増加しており,緻
密度の変化と対応している,第 3層は固相率の増加,気相

率の減少が更に顕著である。

飽和透水係数については,表土扱いされた 1, 2層は畑
土壌の基準値を満足するが,第 3層はほぼ不透水層に近い

値を示す。

易有効水分については, 1, 2層では10%以上の高い値
であるが,第 3層では22%と 著しく低 くなっている (表
1 )。

表 1 軽米町野場地区代表土壌の物理性
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表 2 軽米町野場地区代表土壌の化学性 (作付前)
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3)化学性の特徴
pH(H,0)は いずれの層も60以上と好適な値を示
す。置換性塩基についても,石灰,苦土では畑地の基本的
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図 1 代表土壌断面の形態
(軽米町野場―八戸平原第15工区)
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改良目標の範囲に入っており,加里も第 1層で基準をやや

下回る程度である。これに対してリン酸吸収係数は, 1,

2層では1,600以上と高く火山灰土であることを示してい

る。また有効態 リン酸は 2幣/100′ と非常に低い。

2)不良土層の出現状況
当地区は表土扱いの結果,全面積の約80%で少なくとも

表層には腐植を含む(士色3/3以 下の )層が存在する。し

かし下層土の状態は多様で,粘質・緻密・礫質土層がモザ

イク状に出現する。表層30"以内でこれら不良土層が現れ

るのは全面積の23%(350C)。 同じく30～ 60cmの深さか

ら出現するのは全面積の22%(320a)で ぁった。残り55

%は 60mの良好な土層を確保していた。

4 ま

軽米町野場地区 (新規開発畑 )及び九戸村川向地区 (基

盤整備畑 )の土壌特性について検討した。

ll)起伏修正により圃場傾斜はおおむね 5°以下になっ

ており,農業機械の安全運行,作業整度の向上,省力化が

期待される。

2)物理性の良好な腐植質の火山灰土が表ILDいされて
おり,耕うん ‐整地作業の省力化・精度向上,播種作業の

精度向上,作物の出芽 活着の安定がはかられる。
13)表上のリン酸吸収係数が高く,有効態リン酸が不足

している。このためリン酸資材の多投が必要 となる。

(4)表土の下に粘質,緻密,礫質等の不良土層が出現す

る場合は,」隊 不良により適期機械作業を困難にしたり,

作物の湿害をひきおこす。また作物の根はりを制限し,生

育不良を招き根菜類では品質低下の原因になると考えられ

る。
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図 2 不良土層の出現位置による土壌区分図
(川 向地区)

レ)九戸村川向地区 (基盤整備畑 )の土壌特性
1)圃場の傾斜分布
基盤整備後の当地区の傾斜の割合は ① O～ 3° :64%

(977α ), ② 3～ 5° :18%(281α ), ③ 5～ 8°
:18%(268α )で ,地区全体の約 8割 が 5° 以下となっ

ている。
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